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佐
藤　

寛

フェア
ト
レ
ー
ド
研
究
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
レ
ビュー

　

こ
れ
ま
で
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
関
連
の
日
本
語

書
籍
は
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年

に
一
挙
に
か
な
り
の
冊
数
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
日
本
社
会
へ
の
浸
透
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
年
五
月
に

横
浜
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ-

Ⅳ
）
に
関
連
し
た
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る

関
心
の
高
ま
り
な
ど
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。
以
下

で
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
研
究
を
行
う
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。
な
お

文
中
の
出
版
年
の
表
記
は
（
日
本
語
訳
／
原
書
出

版
年
）と
し
た
。
ま
た
※
印
の
文
献
は
巻
末「
ブ
ッ

ク
シ
ェ
ル
フ
」
コ
ー
ナ
ー
と
重
複
し
て
い
る
。

●
入
門
書

　

数
年
前
ま
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
成
立
の
背
景
な

ど
に
つ
い
て
の
入
門
書
と
し
て
は
ブ
ラ
ウ
ン

『
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド―

公
正
な
る
貿
易
を
求
め

て
』（
一
九
九
八
／
一
九
九
三
）
が
、
日
本
語
で

読
め
る
唯
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
は

一
九
八
五
年
に
今
日
的
な
意
味
で
初
め
て
「
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
人
物
で
あ

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
専
門
商
社
Ｔ

Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
代
表
と
い
う
実
践
者
で
も
あ
る
。
そ
の

後
ラ
ン
サ
ム
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
何
か
』

（
二
〇
〇
四
／
二
〇
〇
一
）
が
翻
訳
さ
れ
た
頃
か

ら
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
い
う
言
葉
が
少
し
ず
つ

日
本
社
会
で
も
市
民
権
を
得
始
め
る
。
日
本
の
各

団
体
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
へ
の
取
り
組
み
は
そ
れ

ぞ
れ
別
個
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
に
基
づ
い
て
開

始
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
諸
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク･

情
報
共
有
を
目
指
す
動
き
も
よ
う
や
く

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
行
す
る
欧
州
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
団
体
で
あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
編
『
こ
れ
で
わ

か
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク―

世
界
を

幸
せ
に
す
る
し
く
み
』（
二
〇
〇
八
／
二
〇
〇
六
）

（
※
）
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
中
核
の
四
団
体
が

作
成
し
た
入
門
書
で
あ
り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

仕
組
み
と
理
念
を
整
理
し
、
生
産
者
支
援
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
可
能
か
を
論
じ
る
と

同
時
に
、
消
費
者
に
対
し
て
は
「
良
心
的
な
消
費

行
動
」
を
、
企
業
に
対
し
て
は
社
会
的
責
任
（
Ｃ

Ｓ
Ｒ
）
に
基
づ
く
行
動
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
本

書
の
後
半
で
は
綿
、
コ
ー
ヒ
ー
、
手
工
芸
品
、
米

の
四
品
目
に
つ
い
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
。
本
書
は
現
時
点
で
の
世
界
の

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
趨
勢
を
理
解
す
る
に
は
適
切

な
書
と
言
え
よ
う
。
日
本
人
の
手
に
な
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
現
状
と
背
景
を
ま

と
め
た
も
の
と
し
て
清
水
『
世
界
に
広
が
る
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
︱
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
安
心
な
理

由
』（
二
〇
〇
八
）
が
あ
る
。
今
後
は
、
こ
う
し

た
日
本
人
の
手
に
な
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
入
門
書

が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

●
南
北
間
の
不
均
等
貿
易
を
巡
っ
て

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
出
発
点
に
は
、
現
在
の
国

際
貿
易
体
制
の
「
不
均
等
」、「
不
公
正
」
と
い
っ

た
認
識
が
あ
る
。
南
北
間
の
不
均
等
な
交
易
問
題

を
提
起
す
る
書
と
し
て
は
、
古
く
は
「
従
属
論
」

に
属
す
る
論
考
、さ
ら
に
は
「
世
界
シ
ス
テ
ム
論
」

な
ど
が
あ
る
が
、
直
接
今
日
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
議
論
に
つ
な
が
る
の
は
、
途
上
国
の
農
産
品
、

農
産
物
加
工
品
を
巡
る
流
通
過
程
で
生
産
者
が
ほ

ん
の
一
握
り
の
収
入
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
、
と

い
う
現
状
を
指
摘
す
る
研
究
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
研
究
対
象
と
な
る
代
表
的
な
作
物

が
コ
ー
ヒ
ー
、
そ
し
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
と

な
る
カ
カ
オ
で
あ
っ
た
。
オ
ク
ス
フ
ァ
ム
『
コ
ー

ヒ
ー
危
機―

作
ら
れ
る
貧
困
』（
二
〇
〇
三
／

二
〇
〇
二
）は
、二
〇
〇
一
年
頃
当
時
の
国
際
コ
ー

ヒ
ー
価
格
の
暴
落
に
伴
う
途
上
国
の
コ
ー
ヒ
ー
農
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家
の
苦
境
を
描
き
、
先
進
国
で
飲
む
一
杯
の
コ
ー

ヒ
ー
の
価
格
の
う
ち
、
ほ
ん
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
し

か
生
産
者
に
は
渡
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
を

か
な
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
発
信
す
る
も
の
で

あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
を
含
め
て
よ
り
包
括
的
に
現
在

の
国
際
貿
易
体
制
の
問
題
点
を
「
歪
ん
だ
ル
ー
ル
、

先
進
国
の
二
重
基
準
」
と
い
う
視
点
か
ら
告
発
し
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
取
り
組
み
の
推
進
力
と
な
っ

た
の
が
、
オ
ク
ス
フ
ァ
ム
の
『
貧
富・公
正
貿
易・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
』（
二
〇
〇
五
／
二
〇
〇
二
）
で
あ
る
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
が
批
判
す
る
の
は
、
生
産
者

の
収
入
が
低
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
児
童
労

働
は
、
環
境
破
壊
と
並
ん
で
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
、
南
北
格
差
の
発
露
と
し
て
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
の
前
提
と
な
る
批
判
の
対
象
で
あ
る
。
児

童
労
働
に
関
す
る
入
門
書
と
し
て
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｅ
編
『
私
８
歳
、
カ
カ
オ
畑
で
働

き
続
け
て
』（
二
〇
〇
七
）
が
、
児
童
労
働
問
題

の
背
景
を
説
明
し
、
い
く
つ
か
の
児
童
労
働
の
事

例
を
紹
介
し
て
お
り
、
基
礎
知
識
を
得
る
に
は
適

切
な
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
低
賃
金
、

劣
悪
な
労
働
条
件
の
工
場
労
働
、
い
わ
ゆ
る
ス

ウ
ェ
ッ
ト･

シ
ョ
ッ
プ
（
搾
取
／
苦
汁
工
場
）
問

題
は
一
九
九
〇
年
代
の
ナ
イ
キ
に
対
す
る
ボ
イ

コ
ッ
ト
運
動
で
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

東
南
ア
ジ
ア
に
あ
る
ナ
イ
キ
の
下
請
け
工
場
（
韓

国･

台
湾
の
下
請
け
企
業
を
勘
定
に
入
れ
れ
ば
孫

請
け
と
も
言
え
る
）
の
状
況
を
報
告
し
た
も
の
に
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
『N

IK
E:　

Just 
D
O
N
'T
 do it―

見
え
な
い
帝
国
主
義
』

（
一
九
九
八
）が
あ
る
。ま
た
、直
接
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、ハ
ー
ニ
ー『
中

国
貧
困
絶
望
工
場
』（
二
〇
〇
八
／
二
〇
〇
八
）

は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
貧
困
者
の
搾
取

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
し
て
お
り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
も
同
根
の
問
題
を
提
起
す
る
。

　

も
と
も
と
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

そ
れ
も
Ｗ
Ｔ
Ｏ
主
導
の
市
場
経
済
推
進
の
弊
害
を

訴
え
て
登
場
し
た
と
い
う
出
自
が
あ
り
、

二
〇
〇
九
年
二
月
に
国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
連
盟

（
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｔ
）
が
、
名
称
を
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
公

正
貿
易
機
関
）
へ
と
改
称
し
た
こ
と
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

へ
の
批
判
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
と
い
う
意
味
が
あ

る
の
だ
ろ
う
。
他
方
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
枠
の
中
で
よ
り

公
正
な
貿
易
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
意
味
で
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
そ
の
代
表
例
が
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者

で
も
あ
る
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド―

格
差
を
生
ま
な
い
経
済
シ
ス
テ
ム
』

（
二
〇
〇
七
）（
※
）
で
あ
る
。
反
市
場
万
能
主
義

運
動
論
と
し
て
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
「
大
文
字

の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
を
前

提
と
し
つ
つ
国
際
貿
易
を
よ
り
公
正
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み
」を「
小
文
字
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」

と
呼
ぶ
使
い
分
け
も
行
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
は
ま
だ
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
。

ま
た
、
や
は
り
国
際
経
済
学
者
の
コ
リ
ア
ー
『
最

底
辺
の
一
〇
億
人
』（
二
〇
〇
八
）
の
中
で
も
、

貧
困
削
減
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

に
触
れ
て
い
る
が
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
っ
て

貧
困
者
を
市
場
に
招
き
入
れ
る
こ
と
は
「
現
在
の

仕
組
み
の
中
に
貧
困
者
を
ロ
ッ
ク
イ
ン
す
る
こ
と

に
な
る
」
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　

国
際
貿
易
の
上
で
先
進
国
の
二
重
基
準
的
対
応

が
問
題
に
な
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
の
代
表
例
と

し
て
の
綿
製
品
を
中
心
に
展
開
す
る
リ
ボ
リ
『
あ

な
た
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
』

（
二
〇
〇
七
／
二
〇
〇
五
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
先

進
国
の
保
護
障
壁
」
に
つ
い
て
、
米
国
の
繊
維
業

界
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
て
い
る
。
オ
ク
ス

フ
ァ
ム
や
ボ
リ
ス
の
批
判
を
経
済
学
的
に
検
討
し
、

と
り
わ
け
政
治
化
さ
れ
た
先
進
国
の「
保
護
主
義
」

に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
自
由
貿
易
へ

の
志
向
が
諸
悪
の
根
元
で
は
な
い
と
い
う
立
場
か

ら
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
議
論
に
新
た
な
視
角
を
付
け
加
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
直
接
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
関
係
な
い

が
、
若
い
世
代
を
対
象
に
世
界
の
貧
富
の
差
に
つ

い
て
問
題
提
起
し
、
何
ら
か
の
行
動
を
訴
え
か
け

る
も
の
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト
バ
ン
ド
運
動
が
あ
っ
た
。

ほ
っ
と
け
な
い
世
界
の
ま
ず
し
さ
編
『
ほ
っ
と
け

な
い
世
界
の
ま
ず
し
さ
』（
二
〇
〇
六
）
は
、フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
の
基
礎
的
な
文
献
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

●
品
目
別
の
実
態

　

先
進
国
の
消
費
者
啓
蒙
運
動
（
消
費
者
の
社
会

的
責
任
論
）
に
と
っ
て
は
、
人
々
の
身
の
回
り
に

あ
る
商
品
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
対
す
る
関
心
を

喚
起
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
主
と
し
て
一
次
産
品
交
易
に
伴
う
不
公
正
、

生
産
者
が
搾
取
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
の
問
題

提
起
は
カ
カ
オ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
代
表
的
で
あ
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る
。
カ
カ
オ
に
関
し
て
は
キ
ャ
ロ
ル・オ
フ『
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
真
実
』（
二
〇
〇
七
／
二
〇
〇
六
）

が
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
は
日
本
人
に
よ
る

最
初
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
研
究
書
と
も
言
う
べ

き
辻
村
『
コ
ー
ヒ
ー
と
南
北
問
題
』（
二
〇
〇
四
）

が
あ
る
。
本
書
は
「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う

視
点
か
ら
の
研
究
書
で
あ
る
。
村
田
『
暮
ら
し
の

中
の
食
と
農―

コ
ー
ヒ
ー
と
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
』

（
二
〇
〇
五
）
は
農
業
経
済
の
立
場
か
ら
の
分
析

で
あ
る
。

　

現
代
の
農
産
品
の
不
均
等
交
易
に
関
す
る
告
発

の
書
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

ボ
リ
ス
『
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
カ
オ
、
コ
メ
、
綿
花
、

コ
シ
ョ
ウ
の
暗
黒
物
語―
生
産
者
を
死
に
追
い

や
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
』（
二
〇
〇
五
／

二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
強
烈

な
批
判
を
加
え
る
著
者
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に

対
し
て
も
問
題
の
本
質
的
な
解
決
に
は
結
び
つ
か

な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
邦
訳
書
で
は
日
本
の
オ

ル
タ
ト
レ
ー
ド
（
Ａ
Ｔ
Ｊ
）
の
堀
田
氏
が
こ
う
し

た
シ
ニ
カ
ル
な
見
方
に
対
し
て
批
判
的
解
説
を
載

せ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　

コ
ー
ヒ
ー
に
関
し
て
は
、
メ
キ
シ
コ
の
オ
ア
ハ

カ
州
で
の
先
住
民
族
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
生
産
を
通

じ
た
取
り
組
み
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
初

の
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
」
で
あ
る
「
マ
ッ
ク

･

ハ
ー
ベ
ラ
ー
」
成
立
の
経
緯
を
当
事
者
が
綴
っ

た
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
冒
険―

草
の
根
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
が
世
界
を
変
え
る
』（
二
〇
〇
七
／

二
〇
〇
二
）
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
も
、

実
践
者
に
よ
る
記
録
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　

リ
ト
ビ
ー
ノ
フ
＆
メ
イ
ド
リ
ー
『
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
で
買
う
五
〇
の
理
由
』（
二
〇
〇
七
／

二
〇
〇
七
）
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
カ
オ
に
限
ら
ず

様
々
な
商
品
の
実
例
を
通
し
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
「
利
点
」
を
ひ
た
す
ら
挙
げ
て
い
く
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
の
書
で
あ
る
が
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
カ

バ
ー
す
る
範
囲
の
広
が
り
を
把
握
す
る
に
は
良
い

入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

●
日
本
の
現
状
と
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

　

こ
こ
数
年
、
日
本
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
研
究
を

引
っ
張
っ
て
き
た
長
坂
寿
久
編
『
日
本
の
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド―

世
界
を
変
え
る
希
望
の
貿
易
』

（
二
〇
〇
八
）（
※
）
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
基
本

的
知
識
、
認
証
制
度
の
利
点
と
問
題
点
、
日
本
の

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
現
状
を
概
説
し
つ
つ
、
日
本

の
主
な
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ッ
プ
の
当
事
者
の
声
を
掲
載
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
興
味
深
い
。

同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
長
尾
編
『
み
ん
な
の

「
買
う
」
が
世
界
を
変
え
る―

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
時
代
』（
二
〇
〇
八
）
は
、
よ
り
運
動
論
的
な

色
彩
の
入
門
編
で
あ
る
。

　

な
お
、
日
本
に
お
け
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
取

り
組
み
が
、
欧
米
に
比
べ
て
遅
れ
て
始
ま
っ
た
と

は
い
え
「
不
均
等
な
交
易
」、「
途
上
国
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
っ
た
先
進
国
の
消
費
社
会
」
と
い
っ

た
認
識
が
日
本
に
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
先
鋭
的
な
形
で
問

題
提
起
は
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
鶴
見

良
行
『
バ
ナ
ナ
と
日
本
人
』（
一
九
八
二
）
で
あ
り
、

村
井
吉
敬
『
エ
ビ
と
日
本
人
』（
一
九
八
八
）
で

あ
る
。実
際
、こ
の
流
れ
を
く
ん
で
オ
ル
タ
ト
レ
ー

ド（
Ａ
Ｔ
Ｊ
）が
、「
民
際
貿
易
」と
い
う
名
で
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
に
早
い
段
階
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

村
井
は
Ａ
Ｔ
Ｊ
の
活
動
を
踏
ま
え
て
『
エ
ビ
と
日

本
人
Ⅱ
』（
二
〇
〇
七
）
で
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

に
関
す
る
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
手
記
的
に
な
る
が
実
践
者
の
自

伝
的
な
も
の
と
し
て
ピ
ー
プ
ル
・
ツ
リ
ー
代
表
の

サ
フ
ィ
ア
・
ミ
ニ
ー
『
お
し
ゃ
れ
な
エ
コ
が
世
界

を
救
う―

女
社
長
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
奮
戦
記
』

（
二
〇
〇
八
）、
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
代
表
の
山
口
絵
里

子
『
裸
で
も
生
き
る―

二
五
歳
女
性
起
業
家
の

号
泣
奮
戦
記
』（
二
〇
〇
七
）
は
、い
ず
れ
も
「
社

会
起
業
家
」
的
な
側
面
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
お
り
、

ど
ち
ら
に
も
「
奮
戦
記
」
と
つ
い
て
い
る
の
が
興

味
深
い
一
致
で
あ
る
。

　

日
本
の
現
状
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
す
る

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
が
必
要
な
段
階
で
あ
る
こ
と
を
反

映
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
い

か
に
す
ば
ら
し
い
か
」
を
紹
介
す
る
書
籍
が
隆
盛

の
中
で
、
や
や
異
質
な
視
点
か
ら
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
の
現
状
を
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
三
浦

『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
探
し
に
』（
二
〇
〇
八
）（
※
）

で
あ
る
。
推
進
派
に
よ
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
擁
護

の
言
説
に
対
し
て
客
観
的
な
視
点
か
ら
考
察
を
加

え
よ
う
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
視
点
は
、

今
後
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
研
究
の
一
つ
の
可
能
性

を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
本
特
集
と
同
様
に
様
々
な
立
場
か
ら
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学
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
現
象
に
つ
い
て
立
体
的
に
理
解

し
よ
う
と
す
る
最
初
の
試
み
と
し
て
、
季
刊
『
ａ

ｔ
／
あ
っ
と
』
八
号
（
二
〇
〇
七
）
が
あ
り
、
日

本
に
お
け
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
研
究
の
最
先
端
を

紹
介
し
て
い
る
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
「
ど
の
よ

う
な
社
会･

経
済
現
象
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
」

に
関
す
る
い
く
つ
か
の
試
論
は
今
後
深
め
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
さ
と
う　

か
ん
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研

究
支
援
部
）

《
文
献
リ
ス
ト
》

①
オ
ク
ス
フ
ァ
ム
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
著　

『
コ
ー
ヒ
ー
危
機―

作
ら
れ
る
貧
困
』
筑
波
書

房
、
二
〇
〇
三
年
。

②
オ
ル
タ
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
編
『
季
刊
ａ

ｔ
／
あ
っ
と　

八
号　

特
集　

フ
ェ
ア
ト
ー
ド

の
現
在
』
太
田
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

③
キ
ャ
ロ
ル
・
オ
フ
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
真
実
』

英
治
出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

④
サ
フ
ィ
ア
・
ミ
ニ
ー
『
お
し
ゃ
れ
な
エ
コ
が
世

界
を
救
う―

女
社
長
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
奮

戦
記
』
日
経
Ｂ
Ｐ
、
二
〇
〇
八
年
。

⑤
児
童
労
働
を
考
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
＝
Ａ
Ｃ
Ｅ
『
わ
た

し
８
歳
、
カ
カ
オ
畑
で
働
き
つ
づ
け
て
』
合
同

出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

⑥
清
水
正
『
世
界
に
広
が
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド―

こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
安
心
な
理
由
』
創
成
社
、

二
〇
〇
八
年
。

⑦
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
リ
ス
『
コ
ー
ヒ
ー
、

カ
カ
オ
、
コ
メ
、
綿
花
、
コ
シ
ョ
ウ
の
暗
黒
物

語―

生
産
者
を
死
に
追
い
や
る
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
』
作
品
社
、
二
〇
〇
五
年
。

⑧
ジ
ョ
セ
フ・ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド―

格
差
を
生
ま
な
い
経
済
シ
ス
テ
ム
』
日

本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

⑨
辻
村
英
之
『
コ
ー
ヒ
ー
と
南
北
問
題―

キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
』
日
本
経
済

新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
。

⑩
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ラ
ン
サ
ム
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
は
何
か
』
青
土
社
、
二
〇
〇
四
年
。

⑪
長
尾
弥
生
『
み
ん
な
の
「
買
う
」
が
世
界
を
変

え
る―

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
時
代
』
日
本
生

活
協
同
組
合
連
合
会
、
二
〇
〇
八
年
。

⑫
長
坂
寿
久
編
『
日
本
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド―

世
界
を
変
え
る
希
望
の
貿
易
』
明
石
書
店
、

二
〇
〇
八
年
。

⑬
ニ
コ
・
ロ
ー
ツ
ェ
ン
、
フ
ラ
ン
ツ
・
バ
ン
・
デ

ル
・
ホ
フ
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
冒
険―

草

の
根
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
世
界
を
変
え
る
』
日

経
Ｂ
Ｐ
、
二
〇
〇
七
年
。

⑭
ポ
ー
ル
・
コ
リ
ア
ー
『
最
底
辺
の
一
〇
億
人
』

日
経
Ｂ
Ｐ
、
二
〇
〇
八
年
。

⑮
ほ
っ
と
け
な
い
世
界
の
ま
ず
し
さ
編
『
ほ
っ
と

け
な
い
世
界
の
ま
ず
し
さ
』
扶
桑
社
、
二
〇
〇
六

年
。

⑰
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
編
『
こ
れ
で
わ
か
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク―
世
界
を
幸
せ
に
す
る
し

く
み
』
合
同
出
版
、
二
〇
〇
八
年
。

⑱
マ
イ
ケ
ル
・
バ
ラ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
フ
ェ
ア
・

ト
レ
ー
ド―

公
正
な
る
貿
易
を
求
め
て
』
新
評

論
、
一
九
九
八
年
。

⑲
マ
イ
ル
ズ
・
リ
ト
ビ
ー
ノ
フ
、
ジ
ョ
ン
・
メ
イ

ド
リ
ー
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で
買
う
五
〇
の
理

由
』
青
土
社
、
二
〇
〇
七
年
。

⑳
三
浦
史
子
『
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
探
し
に
』
ス

リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
二
〇
〇
八
年
。

�
村
田
武
『
暮
ら
し
の
中
の
食
と
農―

コ
ー
ヒ
ー

と
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
』
筑
波
書
房
、
二
〇
〇
五

年
。

�
山
口
絵
里
子
『
裸
で
も
生
き
る―

二
五
歳
女

性
起
業
家
の
号
泣
奮
戦
記
』
講
談
社
Ｂ
Ｉ
Ｚ
、

二
〇
〇
七
年
。

�
オ
ク
ス
フ
ァ
ム
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
渡

辺
龍
也
訳
『
貧
富
・
公
正
貿
易
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
』
新

評
論
、
二
〇
〇
五
年
。

�
鶴
見
良
行
『
バ
ナ
ナ
と
日
本
人
』
岩
波
新
書
、

一
九
八
二
年
。

�
村
井
吉
敬
『
エ
ビ
と
日
本
人
』
岩
波
新
書
、

一
九
八
八
年
。

�
村
井
吉
敬
『
エ
ビ
と
日
本
人
Ⅱ
』、二
〇
〇
七
年
。

�
ピ
エ
ト
ラ･

リ
ボ
リ
『
あ
な
た
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

二
〇
〇
七
年
。

�
ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『N

IK
E 

Just D
O
N
'T
 do it―

見
え
な
い
帝
国
主
義
』

一
九
九
八
年
。

�
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ･

ハ
ー
ニ
ー
『
中
国
貧
困
絶

望
工
場
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
八
年
。


